
駅前地区を主な駅利用者である高校生や世代を超えた市民が集い、学び、交流
する「学びのサードプレイス」として再構築し、真に豊かで暮らしやすい鶴岡
のまちづくり拠点として形成し、関係人口の増加を目指す。

城下のまち鶴岡将来構想 鶴岡駅前地区将来ビジョン（案）の概要

コンセプト：「人とまちを育てる場」＝いわば「令和の藩校」
まちづくりの方向性：第三の居場所＝「学びのサードプレイス」

期 間

短期(初動期) ：５年間(令和4年～8年) 活動拠点での社会実験・検証の期間

中期(発展期)：10年間(令和9年～令和18年) 新たな仕組みでの事業展開の期間

長期(調整期)：11年間(令和19年～29年) 新たな施設への転換に向けた再調整・更新準備期間

・「学び・活動エリア」いわば「令和の藩校」を中核エリアとし、先行的な整備を進める
・各エリアの機能充実とエリア間の連携を強化することで、駅前地区の魅力を高める

駅前地区を鶴岡市のにぎわいを牽引するエリアに

第１章
駅前地区を取り巻く現況

第２章
駅前地区のあり方

第３章
駅前地区将来構想

第４章
駅前地区の

整備・運営方針

○駅利用者の変化 ○駅前の魅力の低下 ○施設設備の更新の必要性、大規模遊休地等の存在 ○駅前に行く機会・用事の減少

○現状及びこれからの時代の変化を見据えて、駅前に訪れるための「新たな用事」をつくることが必要
○「駅を主に利用する高校生が利用したくなる場所、高校生を中心に子育て世代、高齢者さらに観光客が相乗して楽しめる場所」へ変化させる

○高校生（駅の主な利用者） ○子育て家族（日中の主な活動世代） ○高齢者（社会参加が期待される世代） ○観光客（駅前を利用する市外人口）

【駅前地区の課題】
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学び・活動エリア拠点の整備・運営は段階的に期間を設定し進める

駅ターミナルエリア

学び・活動エリア

にぎわい・発信エリア

憩い・交流エリア

■鶴岡駅前の将来機能のイメージ

○商店街へと人が波及する地域連携
○快適な街歩きができる空間
○鶴岡の食文化の発信
○魅力ある観光案内拠点
○既存機能の充実と新しい生活様式に根
差した環境整備

にぎわい・発信エリア

○市民の起業支援
○各世代が気軽に集える場
○高校生の学習の場・機会
○高校生や市民が駅周辺のまちづくりに
参画

学び・活動エリア

○交通結節点の維持・向上
○２次交通の充実
○歩行者・自転車が快適に移動できる環
境の整備

駅ターミナルエリア

○憩い・遊び・交流できる快適な空間
○イベント・展示・定期市などに利用
できる安全な空間

憩い・交流エリア

郷土愛の高まり
シビックプライドの醸成
鶴岡応援団の増加

目標：関係人口の増加

高校生の学習、コミュニティ及
び活動、活躍の場をつくる

活力と創造が生まれ、持続・進
化するまちをつくる

市民の学習、教育、起業など学
び、創成の場をつくる

方針１

方針２

方針３

人・地域が連携し人を惹きつけ、集める、魅力
あるまちをつくる

周辺の地域資源と連携し、地域の価値を高める

方針４

方針５

誰もが楽しみ、利用しやすく安
全な環境をつくる

方針６

人、車が円滑に移動、利用でき
る交通ターミナル拠点をつくる

方針７

■学び活動エリア拠点の活動イメージ

「学びの場」「人材育成の場」 「まち育ての場」として展開

【資料１】



鶴岡駅前地区将来ビジョン策定後の取り組み

・高校生がまちづくりを考える
・駅前に高校生の拠点がある

コンセプト： 「人とまちを育てる場」＝いわば「令和の藩校」

方向性 ： 第三の居場所＝「学びのサードプレイス」

ターゲット：高校生・大学生・子育て世代・高齢者・観光客

「鶴岡モデル」駅前地区の
将来像

第1回委員会（7月）
「現況と進め方」

第2回委員会（10月）
「まちづくりの方針・役割」

第3回委員会（3月）
「機能配置と概念図」

第4回委員会（7月）
「整備方針」

第5回委員会（3月）
「駅前構想の素案提案」

■鶴岡市のまちづくり説明
■課題抽出
(1)駅前地区の経緯・現状
(2)駅前地区の変化・強み

■まちづくりの方針
(1)再構築の理念
(2)基本的方向
■期待される役割

■駅前地区の将来像
（1）ゾーニング（機能配置）
■基本的構成

■素案提案
・駅前地区の将来像
・整備、運営方針

■駅前地区の整備方針
（1）短期的な整備
（2）中・長期的な整備

令和２年度 令和３年度

■拠点施設：マリカ東館（中期的に今後15年施設を活用）
■補完施設：マリカ広場、旧ジャスコ跡地

活動拠点

・「学びの場」 「人材育成の場」「まち育ての場」として展開
・コンセプトを具現化する中核的な施設とし、必要な投資を行い
賑わいを創出し、駅前エリア全体に波及させる

活動エリアの拠点施設として市所有施設を
活用

活動エリア拠点施設の整備・運営は、段階的（短期～中
期）に期間を設定して推進

鶴岡駅前地区の整備・運営方針

期 間 項 目

短期（初動期）： 5年間

活動拠点での社会実験・検証の期間
■整備運営基本計画＜拠点整備委員会（仮称）の設置＞
（検討内容）運営スキーム構築、整備改修方針、官民連携手法を

視野入れた運営体制、公共施設の一部機能移転、等

■社会実験等の実証による効果の検証
■施設維持に必要な改修、短期的な活動のための環境整備

中期（発展期）：10年間
新たな仕組みでの事業展開の期間
（内容）基本計画、社会実験を踏まえた事業展開、運営形態に沿った

マリカ東館のリノベーション、旧ジャスコ跡地・マリカ広場の整備

長期（更新期） 新たな施設への転換に向けた再調整・更新準備期間

5年ごとに評価及び
計画のローリングを
実施

再調整期間
更新準備

活動エリア拠点施設 整備・運営期間の考え方

「城下のまちつるおか将来構想」令和４年度以降の取り組み

■城下のまち鶴岡将来構想「中心市街地将来ビジョン
（仮称）」の策定

・先行して策定した鶴岡駅前地区将来ビジョンに引き続き、中心市
街地のグランドデザインとなる将来ビジョンの策定に向け検討に入る
（研修会、勉強会の実施）

城下のまち鶴岡将来構想

鶴岡駅前地区
将来ビジョン

中心市街地
将来ビジョン×

核となる事業を掘り起こし、第3期中心市街地活性化
基本計画に盛り込み事業を推進

目標：関係人口の増加

整備方針
活動エリアの機能充実により賑わいを駅前地区
に波及するとともに、各エリアの機能充実と連携
を図ることで、エリア内の価値を高める

構想の検討経過

中心市街地将来ビジョンで
さらに検討

連携 「駅・ターミナルエリア」

「にぎわい・発信エリア」
＋

まちづくり

商業

交通

＋
「学び・活動エリア」

「憩い・交流エリア」
＋

拠点施設整備

方針

駅前地区を大きく４つの将来機能で構成し
構想（鶴岡駅前地区将来ビジョン）を取りまとめ

＜駅前地区を鶴岡市の賑わいを牽引するエリアに＞

■整備運営基本計画の策定
（拠点整備委員会等による
検討）

■活動拠点での社会実験の
実施

令和４年度

【資料２】


